
 

 

シ
ル
バ
ー
パ
ス
で
生
活
が
変
わ
る 

松
浦 

俊
博 

 
休
日
の
朝
の
会
話
が
「
今
日
は
ど
こ
へ
行
こ
う
か
」
に
な
っ
た
。
四
月
に
東
京
都
の
シ
ル
バ

ー
パ
ス
を
妻
が
買
っ
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
晴
れ
て
暑
く
な
い
日
に
近
所
を
一
時
間
ほ
ど

歩
き
回
る
散
歩
よ
り
気
楽
に
、
新
宿
・
神
保
町
・
上
野
・
浅
草
・
板
橋
に
足
を
伸
ば
す
よ
う
に

な
っ
た
。 

 

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
「
ほ
ぼ
タ
ダ
」
の
力
は
偉
大
だ
。
東
京
都
が
七
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
福
祉

の
た
め
に
考
え
た
制
度
。
私
は
四
年
前
か
ら
使
え
た
の
だ
が
、
当
時
は
「
そ
ん
な
に
出
歩
か
な

い
か
ら
ス
イ
カ
で
十
分
だ
」
と
、
た
か
を
く
く
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
ざ
パ
ス
を
手
に
す

る
と
気
分
が
変
わ
る
。
所
詮
、
軽
い
人
間
な
の
だ
ろ
う
。 

 

 

急
に
使
う
よ
う
に
な
っ
た
路
線
は
地
下
鉄
大
江
戸
線
だ
。
慣
れ
る
の
に
一
苦
労
し
て
い
る
。

山
手
線
を
南
北
方
向
に
押
し
つ
ぶ
し
て
、
北
側
は
総
武
線
に
近
づ
け
、
南
側
は
青
山
・
六
本
木

を
経
由
さ
せ
る
。
ま
た
、
東
に
出
っ
張
ら
せ
て
築
地
・
門
仲
・
両
国
に
停
車
さ
せ
る
。
都
庁
の

あ
る
新
宿
周
辺
に
は
多
数
の
駅
を
配
置
し
て
、
都
庁
前
か
ら
光
が
丘
に
向
け
て
盲
腸
の
よ
う

な
分
岐
ラ
イ
ン
を
設
け
て
い
る
。 

 

四
〇
年
前
に
、
山
手
線
の
駅
か
ら
徒
歩
圏
内
を
条
件
に
巣
鴨
を
選
ん
で
移
住
し
た
が
、
パ
ス

は
山
手
線
に
は
使
え
な
い
。
し
か
し
、
巣
鴨
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
素
晴
ら
し
い
。
都
営
三
田
線
、

都
電
荒
川
線
、
さ
ら
に
白
山
通
り
を
行
き
交
う
都
バ
ス
が
す
ぐ
近
く
を
走
る
の
で
、
大
江
戸
線

さ
え
乗
り
こ
な
せ
ば
不
自
由
は
な
い
。
数
年
か
か
り
そ
う
だ
が
楽
し
み
が
増
え
た
。 

  

先
日
、
市
川
市
の
介
護
施
設
に
い
る
友
人
を
見
舞
い
に
行
っ
た
。
路
線
図
を
見
る
と
地
下
鉄

の
本
八
幡
ま
で
パ
ス
が
使
え
る
。
そ
こ
で
京
成
八
幡
へ
乗
り
継
ぎ
、
格
安
で
時
間
も
あ
ま
り
か

か
ら
ず
に
行
け
た
。
ま
た
、
羽
田
空
港
ヘ
は
地
下
鉄
の
泉
岳
寺
に
京
浜
急
行
が
乗
り
入
れ
て
い

る
の
で
快
適
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
都
内
区
間
は
タ
ダ
で
、
乗
り
越
し
た
分
だ
け
有
料
、
実

に
便
利
だ
。 

  

た
だ
、
無
理
に
乗
る
と
疲
れ
る
だ
け
だ
か
ら
、
楽
し
く
乗
る
こ
と
が
肝
要
に
な
る
。
五
月
四

日
は
「
み
ど
り
の
日
」
と
い
う
こ
と
で
、
都
内
の
庭
園
の
入
場
料
は
タ
ダ
に
な
っ
た
。
タ
ダ
に

弱
い
妻
の
リ
ー
ド
で
、
普
段
は
行
か
な
い
清
澄
庭
園
と
旧
岩
崎
邸
庭
園
に
も
足
を
伸
ば
し
た

が
疲
れ
た
。
や
は
り
、
「
楽
し
く
」
が
第
一
で
あ
る
。 




